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This essay deals with theories and realities of democratization, especially the realities of transitions 
that occurred in Brazil and Uruguay. Firstly, the same language has been effective for the diffusion of 
democracy and democratization. Then the three theories of democratization－modernization theory, 
agency theory and structural theory－will be discussed and reviewed. The main theme of this essay is 
whether pacted transitions were really existed or not. They existed but pacts were usually called “secret 













































































































































































































































































イの場合は後にできた法律、Ley15.848, Ley de 
Caducidad de la Pretencion Punitiva del Estado（英
語名 Law on the Expiration of the Punitive Claims 







くものではない。2010 年に韓国での光州事件 30 周
年の記念シンポジュームに出席したことがあるが、
犠牲者の遺族はなお納得のいかない日々を送ってい













 この理論はグリューゲルの Democratization の第































由化）は 76 年 3 月のガイゼル大統領が言い始めた




ここで軍側にとって大事なことは、1979 年 8 月に
政治犯特赦法と軍政令第 5 号の廃止であった。ステ


































結果選ばれた(25)。7 月には与党 PDS が大統領候補を
めぐり内部分裂を起こし、FL（自由戦線）が新たに
形成された。FL はネーヴェスを大統領候補として推
薦し、ここに PMDB と FL が合体して、AD（民主同
盟）が形成され、この時点で FL はジョゼ・サルネイ



































とであった。11 月 20 日にはクーデターを画策して
いると噂のあったニュートン・クルス大統領政庁護
衛師団司令官が軍最高司令部により更迭された。約


































 1980 年 11 月 30 日に軍は自らの政治介入を制度
化する憲法改正案を国民投票にかけたが、賛成
42.2％、反対 57.8％で否決され、軍は 81 年 4 月に
民政移管計画を出した(39)。84 年 6 月 27 日にゼネス
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